
閉会の挨拶

日本海洋学会の
東日本大震災への対応

花輪 公雄

東北大学 大学院理学研究科
日本海洋学会 会長 （2011/12年度）

サイエンスアゴラ2011参加企画シンポジウム

「東日本大震災後の海洋汚染の広がりとその影響」
日 時：2011年11月19日(土)15時30分－17時

場 所：日本科学未来館 7階 みらいCANホール
東京都江東区青海2-3-6 

主 催：日本海洋学会 震災対応ＷＧ



日本海洋学会について (The Oceanographic Society of Japan)

本会は，海洋学の進歩普及を図ることを目的とし，海洋に関する研究会およ
び講演会の開催，定期刊行物，学術上の刊行物の発行，研究業績の表彰お
よび研究の奨励，その他必要な事業を行う．（会則第2・3条より）

創 立： 1941年（昭和16年）1月 （本年は創立70周年記念の年）
会 員 数： 約1,900名 （一般個人，団体，学生，海外の研究者も含む）
組 織： 幹事会 （会長・副会長・幹事），業務委員会 （3編集委員会，3賞選考委員会，

選挙管理委員会など），3研究会 （沿岸海洋研究会，教育問題研究会，海洋
環境問題研究会），1支部 （西南支部）

事 業：
(1) 研究会：春 (関東地区)・秋 （その他の地区） の2回（400-700名の参加）
(2) 機関紙： ① Journal of Oceanography：英文論文・総説 ；電子J，年6号

② 海の研究 ：和文論文・総説 ；電子J，年6号
③ JOSニュースレター ：会務報告・情報記事など；印刷物，年4号

(3) 顕 彰：学会賞，岡田賞，宇田賞，日高論文賞，奨励論文賞，環境科学賞
(4) その他：学術刊行物の発行，講演会の開催，研究費支援事業，海外渡航費支援など

ウェッブサイト： http://www.kaiyo-gakkai.jp/main/index.html



「震災にともなう海洋汚染に関する相談会」@ 東京大学，4月14日(木)

共同通信社

「震災にともなう海洋汚染に関する相談会からの提言

相談会参加者は以下の方針を確認し，海洋学会の
総意として取り組むように提案する．また早急に具体
活動を開始し，海洋学会を通じて様々な協力を，自ら
も含めた海洋科学専門家に求める．さらに学術会議
SCOR分科会などを通じて他の海洋科学関係学会に
も働きかける．

4月15日開催の海洋学会幹事会で議論し，「震災対
応WGの設置を決定．すぐ，活動を開始した．



2011年4月
15日設置決定

日本海洋学会 「震災対応ワーキンググル－プ」 組織図

日本海洋学会 幹事会
（会長・副会長・幹事 計13名）

観測・監視
分析・

サンプリングﾞ

数値
モデリング

生態系

震災対応ワーキンググループ （WG）

広報・
アウトリーチ

海洋汚染実態
把握のための観
測・監視の在り
方の検討と提言

（世話役：津田）

海洋汚染実態
把握のための観
測項目・ｻﾝﾌﾟﾘ
ﾝｸﾞ方法の検討
と提言
（世話役：植松）

海洋汚染の再
現・予測のため
のモデリングの
在り方の検討と
提言
（世話役：池田）

海洋生態系変
化の実態把握
と今後の対応
策の検討と提
言
（世話役：鈴村）

海洋汚染に関
する情報の発信
とｱｳﾄﾘｰﾁ活
動 の 企 画 ・ 調
整・実施
（世話役：川合）

所掌事項と
世話役

メンバーシップ： WGは登録制，サブグループはオープン．

サブグループ



目 的
・ 沿岸環境モニタリングを推進する
・ 周辺国への責任を果たすため、外洋

の汚染状況の調査を推進する
・ 国内外研究機関等との連携・協力を

進める

・ 海洋環境に関する情報開示を進める

・ 政策決定者に対して提言を行う

各サブワーキンググループの具体的所掌事項

日本海洋学会 「震災対応ワーキンググル－プ」 機能図

関連分野・関連学会
大気科学，陸水学，土壌学，
生態学, 放射線医学，核物理
学，原子力工学・・・

国内・国外研究機関
JAMSTEC，気象研，水産総
合研究ｾﾝﾀｰ，大学，自治体
研究機関，WHOI，NOAA・・・

外洋・沿岸・港湾
等における観測体
制の構築
調査・観測航海の
企画立案と調整

観測・監視
分析・

サンプリング
数値

モデリング
生態系

広報・
アウトリーチ

海水・堆積物・海
洋生物等の試料
採取・分析方法の
検討
放射能分析の体
制把握と効率的
運用のための調整

予測モデル提唱
シミュレーション結
果の比較検討と
解説
カギとなるプロセス
の掌握
観測へのフィード
バック

津波・流出化学物
質などの影響に関
する情報収集
食物連鎖等を考
慮した評価・研究
手法の提案

新情報の検証
既存情報の集約
マスコミへの対応
インターネットを通
じた情報発信
講演会の企画と開
催

想定される連携・協力先

民間機関・市民・マスコミ
東京電力，一般市民，NPO，
国際NGO・・・

関係府省庁・地方行政機関
内閣府，文科省，農水省，国
交省，経産省，環境省，厚労
省，総務省，外務省，都道府
県庁・・・



日本海洋学会 東日本大震災特設サイト

この間，各SWGから提言を公表

学会長声明



アウトリーチ活動の例－１

アウトリーチ活動の狙い：
・ 専門家としての海洋放射能汚染の

現状の紹介
・ 研究者としての関連活動の紹介
・ 社会 （一般の方） のニーズを知る

ために （研究者が独りよがりにな
らないために）

多くの方の参加のもと，
活発な意見交換が行われました



サイエンスアゴラ2011参加企画シンポジウム

「東日本大震災後の海洋汚染の広がりとその影響」
日 時：2011年11月19日(土)15時30分－17時
場 所：日本科学未来館 7階 みらいCANﾎｰﾙ

東京都江東区青海2-3-6 
主 催：日本海洋学会 震災対応ＷＧ

アウトリーチ活動の例－２

＜プログラム＞
15:30～15:35 開会挨拶・趣旨説明 市川 洋(海洋研究開発機構)
15:35～15:50 講演 植松 光夫(東京大学)

「海洋放射能汚染の広がりを測る：わかること・わからないこと」
15:50～16:05 講演 升本 順夫(海洋研究開発機構)
「海洋放射能汚染の広がりを再現する：わかること・わからないこと」

16:05～16:55 パネルデスカッション
「海洋の環境保全・防災にかかわる監視・調査・研究の今後」

植松 光夫(東京大学)，尾林 彩乃(サイエンスカフェ水戸)
日下部 正志(海洋生物環境研究所)，鈴村 昌弘(産業技術総合研究所)
難波 美帆(早稲田大学)，升本 順夫(海洋研究開発機構)
コーディネーター：市川 洋(海洋研究開発機構)

16:55～17:00 閉会挨拶 花輪 公雄(日本海洋学会長，東北大学) 



おわりに

3.11以前とそれ以降
わが国は，広島や長崎の原爆投下による被爆，第5福竜丸の水爆実験によ

る被爆など，3.11以前は被害国意識が強かったが，以降は他国を汚染に巻き
込む加害国となった．

加害国の海洋研究者として何をすべきか
加害国の海洋研究者である私たちがすべきことは何か？ こう問題を設定

をするならば，迅速に海洋汚染の実態とその影響を調査し，その情報を世界
に発信することではないか．これは私たちの責務であろう．

この事故から冷静に学ぶことの重要性 （Lesson from ～～～）
今回の出来事は大変不幸なこと．一方では冷静に，この事故から徹底的に

学ぶことが重要．例えば，被曝量とがん発症率の関係解明など．低被曝時は
極めて低い発症率なので多数の事例 （サンプル） が必要．今回の事故以前
は不明であったこの関係を，解明できる「チャンス」．（人類の）将来のために，
私たちはありとあらゆることを学ぶ必要があるのではないか．「今のこと」は，
今知る必要がある．
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